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卒業論文題目 指導教員

台湾の「同性婚」法制化が日本に示唆すること やまだあつし

分散するエスニック・ビジネス  －名古屋市における韓国系エスニック・ビジネスの現状から― 市川哲

浦上潜伏キリシタンー殉教精神の継承を問うー 平田雅己

主体を基にした〈両性愛の消去〉の差別理由の分類 榎木美樹

Whatに隠れた5W1H   ―日英疑問詞感覚のずれ 日木満

「観光のまなざし」の多次元的理解の可能性　　―北海道小樽市を事例として― 市川哲

カナダの住み込みケアギバープログラムから見る  ケアギバー受け入れ政策のあり方 山本明代

日韓の歴史教育と歴史認識問題 松本佐保

リクルートスーツの着用と着装規範   ―就職活動での着装に対する採用企業側と学生側の見解・動向を通じて― 榎木美樹

第2言語話者としての英語観  −英語圏留学経験者のライフストーリーから− 佐野直子

地域社会におけるゲストハウスとその併設施設の役割についての考察

   ―ゲストハウス運営者へのヒアリング調査から―
榎木美樹

皇室典範再検討   ―奥平康弘「脱出の権利」論を手掛かりに― 平田雅己

リージョナル航空の可能性をさぐる 阪井芳貴

名古屋汎太平洋平和博覧会における花嫁行列についての研究 やまだあつし

日本の外国人技能実習制度に関する一考察 平田雅己

変わりゆく観光地「新大久保コリアン・タウン」の特徴   ～エスニック・タウンとコンテンツ・タウンの併存～ 市川哲

「クリスチャン語」研究： 日本におけるプロテスタント信者のことばをまなざす 佐野直子

オーストラリアのクリケット史から見るナショナル・アイデンティティの変遷 山本明代

フィリピンの児童養護施設における社会的排除 －居場所をめぐり、抵抗する施設生活者の戦略－ 榎木美樹

日本の先住民族政策の変遷と、これから 阪井芳貴

AI時代における通訳者の可能性   国際交流の現場に注目して 川本徹

「かわいい」と伝えることは「ほめ」ているのか  ―学生間の「かわいい」使用の場面より― 佐野直子

容姿と人種的アイデンティティ　　ブラックカルチャーの功績 松本佐保

コンビニ店員と客の相互行為分析   ―スムーズな会計の共同的達成― 佐野直子

抹茶のグローバリゼーションに関する文化人類学的研究：愛知県西尾市でのフィールドワークから 市川哲

日本語における表記の情的価値  －自動車名の調査から－ 佐野直子

強意語と否定語の語順と意味 “S just can’t V” / “S can’t just V”はできる？できない？ 日木満

井原西鶴からみる江戸の男色 ｱﾝﾄﾞﾚｱｶｽﾃｨﾘｮｰﾆ

大衆文化としてのイレズミ  ―江戸時代～明治時代を中心に― 山本明代

史実とマンガから読み取る日本文化  ～マンガ内で表層化する｢ニンジャ｣の実像～ やまだあつし

ジブリ食堂 やまだあつし

映画『リメンバー・ミー』の観点からみる人の死の終着点 ｱﾝﾄﾞﾚｱｶｽﾃｨﾘｮｰﾆ

LINEにおける句点の利用 佐野直子

生きられる富士信仰の多様性  －アイデンティティと民間信仰の視点から－ 市川哲

古代ローマにおいて闘争が社会統治に果たした役割 山本明代

かくれキリシタンの信仰  ―信仰の独自性と地域性の差異― ｱﾝﾄﾞﾚｱｶｽﾃｨﾘｮｰﾆ

日本の本格ミステリーの変容 －乱歩からバカミスまで－ ｱﾝﾄﾞﾚｱｶｽﾃｨﾘｮｰﾆ

“You will come home.” －「You遂行文」という新しい考え 日木満

動詞 “tell”の多面性   ～「伝える」 “tell” が「わかる」になる時と条件～ 日木満

性風俗の在り方  —女性の人権を守るためには 松本佐保

ローソンのターゲティング戦略   ~スイーツのプライベートブランドから~ やまだあつし

観光みやげの地理的乖離とイメージ上の乖離

  −ベトナム、ハノイ旧市街におけるエスニック雑貨の生産地と販売地−
市川哲

日本人による肉食の正当化 ｱﾝﾄﾞﾚｱｶｽﾃｨﾘｮｰﾆ

葬送儀礼と情緒  ―ベトナム・ホーチミンの葬送儀礼に関する 文化人類学的研究― 市川哲

経済面で自立したエスニック集団がホスト社会で生きるうえでの特徴

－東京都江戸川区西葛西のインド系エスニック集団を事例として－
市川哲

The Rise of Non-Traditional Security   — Transition of Border Security System ― 松本佐保

ユニバーサル・スタジオの軌跡と戦略   －弱小映画会社からの脱却－ 川本徹

ピア・上司・年上の同僚を社会化エージェントとした、 組織領域における組織社会化過程の質的研究 榎木美樹

‘伝統’の多元性と多様な当事者　―ケベックにおけるモノを巡る「伝統の創出」― 市川哲

平安時代の香文化　―薫物の由緒と政治的力学をめぐって― 吉田一彦

映画『若草物語（原題：Little Women）』（1994）のフェミニズム映画としての意義

   ―ジョーという新しい女性―
川本徹



卒業論文題目 指導教員

源義経の人物像研究 吉田一彦

動詞との相性から見えてくる　　　Can/Could/Will/Would you ~?疑問文の違い 日木満

ディズニー・プリンセス作品における女性像の変化 －アメリカ女性史からの考察－ 平田雅己

「おいしい」を喚起するオノマトペ   ―旅行雑誌におけるグルメ記事調査から― 佐野直子

キリスト教における女性観の変遷   ―カトリック教会における女性叙階禁止― 松本佐保

『いまを生きる』にみる１９５０年代アメリカ 山本明代

コール＆レスポンス論 川本徹

Effects of E-Tandem Exchanges on English-Speaking Learners’ Use of  kaku joshi Particles 佐々木みゆき

戦前～戦中期日本のイスラーム観  －有賀文八郎の日本的イスラーム－ ｱﾝﾄﾞﾚｱｶｽﾃｨﾘｮｰﾆ

時代を映す鏡JOKER   ―悪が見せる現実― 川本徹

犬山桃太郎神社からみる現代の宗教ツーリズム 市川哲

Effects of Partner’s Existence on Learners’ Motivation during E-tandem Exchanges 佐々木みゆき

モハメド・アリのベトナム反戦 平田雅己

マイノリティ集団が世界的な連帯を行う意義  ―アルビニズムの人々の世界的な連帯の動きを例に― 山本明代

学校におけるあいさつ教育  ―明治期から現在までのあいさつ教育の変遷― 佐野直子

伴 氏 と 応 天 門 の 変   ―― 処 罰 ・ 没 落 ・ 復 活 の 流 れ に 着 目 し て―― 吉田一彦

愛知県における少子化対策の方向性 −沖縄県との⽐較を通して− やまだあつし

古代医療をかたちづくる思想と制度    ―奈良・平安時代における官人としての医師を中心に― 吉田一彦

“on the move構文”と類似表現の⽐較 日木満

教育勅語と道徳教育  ―道徳教育をどのように行うべきか― 松本佐保

戦争の記憶の継承手段としての演劇の可能性 阪井芳貴

ボランティア参加を妨げる要因 ―無償性に対する解釈から生じる経済的弊害を事例に― 榎木美樹

「思う」の日英⽐較  ―「彼女は35歳くらいだと思う」をどう英訳するか― 日木満

学校で銃事件を起こす子どもへの対応　　―学校機能における可能性― 榎木美樹

国際的視点から見た「アイルランド問題」とは何か 山本明代

タイの日系ベンチャー企業10社への調査をもとに日本での外国人労働者の働き方を考える 阪井芳貴

幕末の尾張藩十四代藩主徳川義勝が幕府を裏切り新政府側についた理由

　―藩主就任から青松葉事件前後を中心に―
吉田一彦

贄　　―日本古代税制における「律令外の税制度」の実相― 吉田一彦

池間民族の今と昔　－民族としての歴史・文化と自他認識－ 阪井芳貴


